
 

燕市概算数量発注方式試行要領 

 

１ 趣旨 

この要領は、燕市が発注する建設工事について、設計積算業務及び入札事務等（以下「発注事

務」という。）の効率化を図るため、概算数量発注方式により発注する場合の取り扱いを定める

ものとする。 

 

２ 定義 

（１）「概算数量発注方式」とは、当初設計の数量を概算数量により積算し、これにより契約し

た後に、工事現場との整合等を精査し、工事打合簿により設計数量の確定をした上で契約変

更を行う方式をいう。 

（２）「概算数量」とは、設計図書に示した位置図、平面図、標準断面図等の代表的な数値によ

り算出した設計数量をいう。 

（３）「工事計画図書」とは、工事施工前に施工範囲の確認、現地測量及び設計照査を行った結

果をもとに作成する平面図、縦横断面図、傍面図、詳細図、施工図等の図面及び数量計算書

等をいう。 

 

３ 対象工事 

概算数量発注方式により発注することができる工事は、次の全てに該当する工事とする。 

（１）概算数量発注方式により発注事務を効率的に行うことができる工事 

 （側溝整備、排水路整備、安全施設、道路改良、舗装、区画線設置、消雪パイプ設置、その他

これらに類する工事） 

（２）当初の設計額が130万円を超え、2,000万円未満である工事 

（３）次のいずれにも該当しない工事 

（ア）構造計算若しくは安定計算又は用地買収が必要な工事 

（イ）現場精査の結果、概算数量及び設計数量に乖離があり、工事費又は工期に著しい影響を

与えるおそれのある工事 

（ウ）工事計画図書作成に当たり、現場精査に伴う調査、測量及び図面作成等に係る作業が過

大となるおそれのある工事 

（エ）委託業務等により詳細設計図がある工事 

 

４ 設計書の作成 

設計書の作成については、次に掲げるとおりとする。 

（１）設計書表紙の実施（元）設計概要欄に、「概算数量」と表示する。 

（２）当初設計図面は、位置図、平面図、標準断面図等を添付するものとする。 

（３）積算は、概算数量に基づき各種工事の積算基準により行うものとする。 

（４）工事計画図書の作成に必要な調査及び測量の費用は、通常行う設計図書の照査の範囲内で

あるため、計上しないものとする。 

（５）工期を設定する際は、工事計画図書の作成期間として、通常の標準工期に加え10日程度加

算することができるものとする。 



 

 

 

５ 施工条件の明示 

発注に当たっては、公告又は指名通知にその旨を記載し、次に掲げる事項を特記仕様書に明示

するものとする。 

（１）概算数量発注方式による発注工事であること。 

（２）概算数量に基づく積算であること。 

（３）工事計画図書の作成は受注者が行うこと。 

（４）受注者は工事施工前に工事計画図書を監督員に提出すること。 

（５）工事計画図書に基づき設計変更を行うこと。 

 

６ 設計変更 

（１）監督員は、設計数量を確定した後、遅滞なく設計変更を行うものとする。 

 （２）設計変更の理由については、「概算数量発注方式による発注のため、現場精査により変更

したい。」と記載するものとする。 

 

７ 適用日 

本試行実施要領は、令和５年４月１日以降に公告又は指名通知を行う入札から適用する。 
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